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粗紺骨材重量比及単位水量の算出表
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注 -表の成立する標準条件

普通の樹皮を有する通常の骨材を用いた場合 水セメント重量比

0･57 スランプ値 75cm 粗細骨材の比重が同じ場合

用Vlる砂の粗粒率2.75

第 一 表 (2)

砂百分率及び単位水量の算出表

粗骨材の最大寸法 普通コンクリート
(mm) 砂百分率 % 単位 水 量 (kg/m 3 )
13 51 199
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注 表の成立する標準条件

骨材は丸味を虫びた平均粒度を用いた場合

水 ､セメント此-0.55 スランプ値-75cm
砂は天然塵にして粗粒率は275とする
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第 二 才壬

セメント 秒 砂州

(1) 1: l‥ 2 厚みのうすい構造物で

水密性を必零とするもの

(2) 1: 15:3 上に准ずるもの

(31 l: 2:1 釈匿水何ともに適斗'lな

配合で鉄筋コンクリートにHlいてよい

(1､- l: 3:G 強吐/J(Tf7ftL,それほど･L/.餐

としないものに使用する鉄筋コンクリート

に使関してはならない

(51 1: Jl:8 蛾度も弱く水軒作も無い
基礎の捨てコンクリートに悶いろ
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